



















































































































































　公開授業は「We can2 Unit6  What do you wanto to watch?」という単元で、オリンピックやパラ
リンピックの観戦計画を立てたり、競技を一緒に観戦できる友達を探したりすることをねらいとした
授業でした。
　導入のビンゴゲームでは、私たち参観者も児童に質問されるなど、やりとりに参加する場面もあり
ました。中心の活動では、観戦カードを手に一緒に観戦できる友達を探そうと、積極的に英語で友達
に話しかける様子が見られ、子供たちの英語力に感心しました。
　新井さんがT1となり、ほぼオールイングリッシュでALTとやりとりをしながら授業を進め、T2であ
る担任教師が児童の表情を確認しながら日本語でフォローをしていく、素晴らしい連携のとれた授業
でした。
　公開授業と実践検討会には、妙義中学校及び高田小学校の校長先生、教頭先生をはじめ、校内の先
生方、富岡市教育委員会指導主事の小暮忠史先生、市内の先生方、本学関係者など、合計24名が参加
しました。
　検討会では、妙義中学校と高田小学校の校長先生からの挨拶、新井さんから課題研究についての発
表に続き、研究協議を行いました。
　参加者からは、子供たちの英語でのやりとりがよくできていることへの賞賛の言葉や新井さんを含
め先生方の負担が大きいのではないかと危惧する意見、人的な教育環境を改善することへの要望など
が出されました。また、大学院で学んだことで新井さん自身の授業力が向上したことへの賞賛の言葉
もいただきました。
　指導主事の小暮先生からは、先週の妙義小学校で行った授業より内容が改善されていたことを評価
いただくとともに、活動をより充実させるためにリフレクションを位置づけることなどのアドバイス
をいただきました。
新井　千鶴　（学校運営コ−ス）
令和元年11月29日（金） 富岡市立妙義中学校
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　11月20日、学校運営コースの鯉沼大介さんの公開授業と実践検討会が、勤務校である館林市立第四中学校で
行われました。この公開授業は、群馬県小中学校教育研究会・中学校道徳部会の地区別研究会と同時開催とし
て行われたものです。
　鯉沼さんの研究テーマは「中学校における教員の生徒指導能力向上への組織的実践〜若手教員の育成に向け
てのOJTコーディネーターの役割を通して〜」です。
　生徒指導は一人一人の児童生徒の人格を尊重し、個性の伸長を図りながら、社会的資質や行動力を高めるよ
うに指導、援助するものであり、時代の変化に対応しながら学校段階に応じた指導を進めることが求められて
います。つまり、生徒指導は問題行動等への対応だけではなく、児童生徒の「社会的資質」や「行動力」を高
める積極的な教育活動ですから、教育課程の内外において、一人一人の児童生徒の健全な成長を促し、児童生
徒自ら現在及び将来における自己実現を図っていくための自己指導能力の育成を目指すことが重要です。その
ためには、教員全体の生徒指導能力の向上が不可欠と考え、校内で若手教員の育成を目指すOJTの組織を構築
することにしました。具体的には、「リーダー」「メンター」「メンティ」の３人が１つのチームとなり、メンティ
である若手教員の生徒指導上の課題や悩みの相談に乗りながら生徒指導能力を高めていくという方法です。鯉
沼さんは、５つのチームを束ねるOJTコーディネーターとしての役割を果たしてきました。
　検討会当日は、以上のような研究の概要が報告されるとともに、担任する１年１組において、道徳科授業、
主題名「本当の思いやりとは」が公開されました。授業のねらいは「障がいをもつ人と関わった夫の気持ち」
と「妻の気持ち」を考えることを通して、思いやりとは何かを改めて考え、温かい人間愛を深め、だれに対し
ても思いやりのある心をもってともに生きようとする心情を育てる。」でした。
　授業では、「本当の思いやりとは何か」について考える場面で、グループになり、自分の考えを伝えたり他
人の考えを聞いたりする意見交換を行い、グループごとの意見をまとめていくことで、考え議論する道徳にし
ようしていました。生徒からは、「自分がしてあげたいという気持ちだけでなく、相手がしてほしいと思った
ことをしてほしいだけするのが本当の思いやりだと思った」など、思いやりを感じる行動は人それぞれであり、
相手の立場に立って考えることが大切であるという意見が多く出されました。
　授業と検討会には、実習校の先生方をはじめ、校内外の先生方、館林教育委員会指導主事の騠松好則先生、
本学教職大学院関係者など、合計30名が参加しました。
　検討会では、６つのグループに分かれ、授業中に記入した付箋を基に、良かった点や改善点について協議を
しました。「心情円は有効であったが、生徒同士で見せ合うなど使い方に工夫が必要である」「グループの話合
いで、１番良い考えを決めるのではなく、なぜ後悔しているのかを話し合わせたかった」などの意見が出され
ました。
　指導主事の騠松好則先生からは、明確な指導観をもって授業に臨んでいることを評価されしていただきまし
た。また、前時で確認した「思いやり」から、本音を出し合いながら考え深めたり広げたりするために、読み
物資料から離れることの助言をいただきました。
　課題研究についても、研究内容が生徒指導に課題のある勤務校の実態に合っているものであること、OJTの
意義は、即効性や実効性があり、ひとり一人の課題に対応できるよさを指摘いただくとともに、「より職員に
理解を深めていくこと」「コーディネータとしての助言を繰り返していくこと」など、今後の研究を進めてい
く方向を示していただきました。また、汎用性のある研究になるよう要望をいただきました。
鯉沼　大介　（学校運営コ−ス）
令和元年11月20日（水） 館林市立第四中学校
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